
お話の世界に浸る ～目から耳から 心から～      
1１月１１日には絵本作家の宮西達也さんをお迎えしての絵本給食・6年生へのメッセージ講演会が開催されまし

た。絵本給食では宮西さん本人による読み聞かせ「きょうはなんてうんがいいんだろう」を聞きながら子ども

たちは「ワォーのきのこカレー」「ペロリのコロッケ」「ガルルのアップルパイ」のアレンジ給食をいただきまし

た。給食後、2年生が「にゃーごを勉強してのお手紙」を宮西さんに手渡した後、「にゃーご」の読み聞かせを楽

しみました。そして最後は6年生に向けての講演会。小学生の頃から絵を描くことが好きで4年生の頃「絵本作

家になりたい」と思うようになったこと。そして夢をかなえ絵本作家になった！というストーリーを子どもたち

にわかりやすく話してくれました。6年生の子どもたちには「一度だけの人生、今その時を一生懸命生きてくだ

さい」とエールを送ってくれました。 

 

 

 

 

 

 

令和４年（２０２２年）１２月号 和歌山市立宮小学校 

宮  通  信                
向上心をもってがんばる子 ・ 心が豊かでやさしい子 ・ 心身共に明るく健康でたくましい子  

「きょうはなんてうんがいいんだろう」絵本給食 

 

宮西達也さんによる講演 「にゃーごのやさしさ・ティラノのおもいやり」 

和歌山大学吹奏楽団によるクリスマスコンサート 藤田先生による朗読 「おまえうまそうだな」 

10月からはじまった「本と音楽」を中心にした「お話の世界に浸る」の様々な企画は11月２１日の和歌山大学吹

奏楽団のコンサートを最後に終了しました。子どもたちは、それぞれの目から耳から心から、どんなことを感じと

ってくれたのでしょうか？校長室に来た子どもたちに聞いてみました。「本物のトランペットの音がかっこよかっ

た」と4年生。「はらぺこあおむしの絵がきれいだった」と1年生。「人生は1回やから何事にも一生懸命がんばっ

ていきたい」と6年生。「楠本先生のクラリネットの音がきれいだった」と5年生。コロナ禍の中、全校のみんなが

集まっての行事はまだできていません。けれど各学年ごとに、絵本作家さんとの触れ合い、音楽コンサート、朗

読教室、音と絵本のコンサートなど本物と触れ合うことで、子どもたちの心にポッっと灯りがともってくれてい

たらとっても嬉しいなと思っています。 



 

 


